
質
問
一

本
市
の
近
く
を
通
る
活
断
層

に
つ
い
て
の
情
報
は
。

二

防
災
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知
は
。

三

災
害
時
の
要
配
慮
者
、
避
難
行
動

要
支
援
者
に
つ
い
て
。

四

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
。

五

企
業
や
他
の
自
治
体
と
の
災
害
時

の
支
援
協
定
等
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
に
近
い
活
断

層
に
よ
る
地
震
の
最
大
震
度
は
、
関
東

平
野
北
西
縁
断
層
帯
地
震
が
震
度
６
強
、

立
川
断
層
帯
地
震
が
震
度
６
弱
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。

二

避
難
場
所
・
避
難
所
マ
ッ
プ
、
防

災
ガ
イ
ド
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
、
防
災
訓
練
な
ど
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

三

鶴
ヶ
島
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
等
を
要
配

慮
者
と
定
め
、
そ
の
う
ち
、
特
に
支
援

を
要
す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と

位
置
付
け
た
。
今
後
、
要
支
援
者
に
対

す
る
具
体
的
な
支
援
対
策
を
進
め
る
。

四
（
教
育
長
）

耐
震
化
が
必
要
な
校

舎
と
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
は
全
て

終
了
し
て
い
る
。
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
対
策
も
実
施
済
み
で
あ
る
。

五
（
市
長
）

平
成
２８
年
４
月
１
日
現

在
、
３７
の
災
害
時
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
自
治
体
と
は
、
埼
玉
県
及
び
県
内

市
町
村
と
の
相
互
協
定
の
ほ
か
、
平
成

３
年
生
ま
れ
の
同
期
市
と
災
害
時
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

質
問
一

確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力

を
育
む
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
。

ア

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
経

過
、
課
題
等
に
つ
い
て
。

イ

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
。

ウ

外
国
語
活
動
学
習
の
取
組
は
。

二

質
の
高
い
学
校
運
営
の
推
進

ア

教
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
。

イ

小
中
連
携
教
育
の
取
組
と
方
向
性

三

総
合
教
育
会
議
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
一

ア
（
教
育
長
）

小
学
校
の

平
均
正
答
率
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
低

い
。
課
題
は
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
と

活
用
、
家
庭
学
習
の
習
慣
等
で
あ
る
。

イ

児
童
生
徒
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
守
る
た
め
、
引
き
続
き
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

ウ

外
国
語
指
導
助
手
や
市
費
英
語
教

員
を
配
置
し
て
外
国
語
教
育
を
推
進
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
埼
玉
県
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
は
、
県
の
平
均
正
答
率

を
上
回
っ
て
い
る
。

二

ア

計
画
的
に
研
修
を
実
施
し
、

資
質
と
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

イ

小
中
学
校
間
連
携
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
。

三

昨
年
度
２
回
開
催
し
た
。
会
議
を

通
し
て
市
と
教
育
委
員
会
が
十
分
な
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

小学校の授業

防災機能の強化に努めている

持田 敏明 議員

鶴ヶ島市の防災対策は

鶴
ヶ
島
市
の
教
育
に

つ
い
て

金
泉
婦
貴
子
議
員

鶴ヶ島市地域防災計画

確
か
な
学
力
の
定
着
を
目
指
す
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